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研究成果の概要（和文）： 

幼児約 600 名、学童約 2500 名を対象に、体格、出生時状況、生活リズム、睡眠の質、夜間

照明の強さ、食習慣、運動習慣、行動情緒、生活環境、育児環境、親の身体的、精神的特徴

等の情報収集と早朝尿の採取を行った。学童の一部では、健康診断の結果から、肥満・メタ

ボリックシンドロームなどの情報を得た。生活習慣アンケート、尿中ホルモン測定値、健康

診断の結果を分析し、小児期での内因性メラトニンと体格、精神的因子、睡眠等の生活環境

要因との関連を評価した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 Subjects were about 600 preschoolers and 2,500 elementary school students. Information 

related to children’s height, weight, birth weight and lifestyles including sleep, light 

exposure at night, diet, physical activity, behavior problems, the time in front of screens, 

passive smoking, and mother’s anthropometric and psychological characteristics was 

obtained from parent or self -administered questionnaires. At the same time, parents 

provided their children’s first-void morning urine for measurements of 6-sulfatoxymelatonin. 

Among some children, overweight and metabolic syndrome were diagnosed by health 

checkup. We assessed the association of sex, age, body mass, sex steroid hormones, and 

lifestyle factors with the levels of melatonin in children. We also aimed to investigate 

whether endogenous melatonin was associated with the parameters of sleep and behavioral 

problems. 
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１．研究開始当初の背景 

松果体ホルモンであるメラトニンは、サ

ーカディアンリズムの調節作用、催眠作用

をもつとされており、睡眠と密接に関係す

る。メラトニンの分泌は太陽光への暴露に

より左右されるとされ、夜間が分泌のピー

クである。メラトニン分泌を規定する他の

生活環境要因はまだよくわかっていない。

メラトニンの原料は食事からのトリプト

ファンとされるが、高トリプトファン食を
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含め、食事とメラトニンの関連は明らかで

ない。また、運動により分泌が促進される

と期待されているがよくわかっていない。

出生時要因、受動喫煙などの生活環境によ

りメラトニン値が左右される可能性もあ

る。よって、内因性メラトニンに関連する

生活環境要因に関する疫学研究は重要で

ある。また、小児で内因性メラトニンを測

定できた研究は極めて少ない。 

 

成長ホルモンは、夜間睡眠時に分泌のピ

ークをもつホルモンで、体格の成長を導く

とともに、性腺発育促進作用をもち思春期

の発来に関与する。小児期の睡眠は、成長

ホルモンの分泌、体格の成長や二次性徴に

必須かつ重要な因子であるのだが、小児期

の睡眠時間、睡眠の質、睡眠時の環境など

の事項が実際に成長ホルモンの分泌にど

のように関わるかはあまりわかっていな

い。睡眠だけでなくサーカディアンリズム

全体が小児期の成長に関与する可能性も

ある。今までにも、実験的なメラトニン投

与による成長ホルモン亢進作用や性腺抑

制作用が報告されており、サーカディアン

リズムの示す指標であるメラトニンが直

接的、間接的に成長ホルモン、体格の成長

や二次性徴に影響を及ぼすかもしれない。

しかしながら、疫学的にメラトニンと成長

ホルモンや性成熟の関連をしらべた研究

は少ない。 

 

小児期の肥満が成人期の肥満やメタボ

リックシンドロームにつながることから、

その予防は重要である。また、成人期の

肥満に関連した生活習慣や嗜好の多くが

小児期より始まっている。高脂血症や高

インスリン血症を有する肥満児では既に

動脈の内皮障害も確認されている。小児

期に生活習慣病の発症を規定する要因を

調査する意義は高い。 

 

近年、成人を中心に睡眠と肥満、高血圧、

糖尿病、高脂血症などの動脈硬化性疾患と

の関連が指摘されている。例えば、睡眠時

無呼吸症候群と血圧値との関連、睡眠時間

と心血管疾患との関連などが報告されて

いる。さらに、睡眠を含めたサーカディア

ンリズム全体が肥満やメタボリックシン

ドロームに関与する可能性もあるが詳細

はわかっていない。近年、サーカディアン

リズムの示す指標であるメラトニンと糖

尿病やメタボリックシンドロームとの関

連も報告されている。メラトニンがサーカ

ディアンリズムと肥満・メタボリックシン

ドロームを結びつける機序に関係するか

もしれない。小児期でサーカディアンリズ

ム・メラトニンが肥満やメタボリックシン

ドロームに及ぼす影響を調査した研究は

少ない。 

 

2010 年より、国内でもメラトニンは不

眠症の治療薬として成人で使用され始め

ており、睡眠と関連したリラックス作用な

どの精神効果も期待されている。しかしな

がら、小児において行動情緒といった精神

的因子と内因性メラトニンの関連を示す

報告は少ない。 

 
 
 
 
２．研究の目的 
小児期においてメラトニンの分泌に関連す
る生活環境要因、メラトニンと成長ホルモン
の相互作用、サーカディアンリズム・メラト
ニンが体格の成長・二次性徴・精神的因子に
及ぼす影響、肥満・メタボリックシンドロー
ム等の疾患への影響について検討すること。 
 
 
 
 
３．研究の方法 

学童を対象とした研究として、各年、小

学４年生と小学１年生の約 1200 名に対し

て調査を行った。生活リズム、睡眠の質、

夜間照明の強さ、食習慣、運動習慣、行動

情緒、出生時状況、生活環境等の情報収集

と早朝尿の収集を行った。小学 4 年生は、

同時に健康診断（身体測定、血圧測定、空

腹時採血等）が行われていたので、そのデ

ータも入手した。 

 

幼児を対象とした研究では、各年、ある

幼稚園に通う３～６歳児約 300 名と、平成

24 年度には卒園児約 100 名も対象に調査

を行い、保護者アンケートと早朝尿の採取

を行った。 

 

生活リズムについては、起床・就寝時間、

昼寝時間、食事の摂取時刻、活動時間など

を取り上げた。睡眠習慣について、養育者

に尋ねる Sleep habits questionnaire の

項目や本人の自覚症状（不眠症状、昼間の

眠気）、夜間照明の強さなどを評価した。

テレビ・ビデオの視聴時間も聴取した。 

 



 

 

食習慣は、申請者らがすでに開発した食

事摂取頻度調査を用いて把握した。また、

食行動に関する項目（食べる速さ、孤食、

朝食摂取の有無）も調査した。 

 

運動習慣については、学童では Booth ら

が SPANS の調査で用いた質問紙（J Sci Med 

Sport 2005）を利用した。 

 

行動情緒について、幼児・小学生低学年

向 け に は SDQ (the Strengths and 

Difficulties Questionnaire)を用いて評

価した。小学生高学年では、Berleson ら

の 開 発 し た う つ 尺 度 で あ る

DSRS(Depression Self-Rating Scale for 

Children)を用いた。 

 

幼児の対象では、同幼稚園で過去に生活

習慣と内因性・外因性ホルモンやアレルギ

ーに関する研究を行っており、この時得ら

れた尿検体にて測定したメラトニンの代

謝物である 6-sulfatoxymelatonin 値と身

体特徴、行動特徴、性ホルモンレベル、生

活環境要因、精神的因子等との関連を評価

した。 

 

 

 

 

４．研究成果 

内因性メラトニン値が、児の年齢や体格

により左右される一方で、睡眠の質、睡眠

時間、就寝時の寝室の明るさ、座位生活時

間、受動喫煙との明らかな関連はみられな

かった（Ann Epidemiol. 2013;23(2):60-5）。 

 

内因性メラトニン値が低い児で、行動的

問題（特に多動性）が多くみられた（Ann 

Epidemiol. 2013 ( in press)）。 

 

小児において、内因性メラトニンに関連

する体格や生活環境要因についての研究、

内因性メラトニンが児の行動に及ぼす影

響を調べた疫学研究は極めて少ないため、

本研究から得られた知見の意義はとても

高い。今後、得られた検体でメラトニンの

測定をすすめ、アンケート情報やメタボリ

ックシンドロームや動脈硬化指標との関

連などについて検討していく予定である。 
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